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 1） 河野（2011）より一部引用。 
 2） 前掲1）と同様および2015年7月2016年6月に行っ
た聞き取り調査による。 
 3） 高知県観光振興部（2005～2015）の資料より引用。 
 4） 前掲1）と同様。 
 5） 工藤（2004）より一部引用。 
 6） 土佐二十四万石博実行委員長に対して，2010年に
行った聞き取り調査による。 
 7） 前掲5）と同様。 
 8） 高知県観光振興部の資料より引用。
 9） 前掲5）と同様。
10） 前掲6）と同様。
11） 前掲6）と同様。
12） 四国銀行キャピタルリサーチの資料を引用。
13） 前掲6）と同様。
14） 前掲1）と同様。
15） 2010年と2011年に高知県観光振興部に対して行っ
た聞き取り調査による。
16） 前掲15）と同様。
17） 高知県観光振興部の「県外観光入込調査結果2010
年」より増加傾向がみられる。また，土佐観光ガ
イドボランティア協会，高知県観光振興課に対す
る聞き取り調査による。
18） 前掲8）と同様。
19） 日本銀行高知支店の資料より引用。 
20） 前掲15）と同様。
21） 前掲15）および高知県観光振興部の資料による。
22） 2011年に地域住民に対して行った筆者の聞き取り
調査および「朝日新聞」2月24日付より一部引用。
23） 前掲22）と同様。
24） 2011年6月に行った聞き取り調査による。
25） 前掲24）と同様。
26） 前掲8）と同様。
27） 前掲8）と同様。 
28） 佐々木（2000）によると「旅行という行動の範囲
内で人々に具体的な目的地を選好させる動機や理
由になる要因」として定義している。 
29） 前掲8）と同様。
30） 前掲8）と同様。
31） 2010年9月と2011年6月と9月に土佐観光ガイドボ
ランティア協会に対して行った聞き取り調査によ
る。 
32） 前掲6）と同様。 
33） 高知県行政による， 大河ドラマ放映を活用した観光
政策を総観するため「功名が辻」放映前から「龍
馬伝」放映後2016年現在に至るまでを一覧とした。
34） 2010年当時，この高速道路休日割引制度を自動車
で利用すると，四国島外の観光客は，2,000円～
3000円程，四国内の観光客は1,000円で高知市を訪
れることができた。
  2006年に，自家用車で高速道路を利用して高知市
を訪れた場合，福岡 ICから瀬戸大橋経由で高知 IC
まで片道15,050円，また，都内から瀬戸大橋経由
で高知 ICまでの19,400円であった。しかし，2010
年に高速料金休日特別割引で訪れた場合，福岡 IC
から高知 ICの区間は2,000円，都内から高知 ICは，
2,200～2,500円程で利用することができた。
35） 「放送研究と調査」（2001～2015）の資料をもとに，
筆者が大河ドラマ視聴者層の割合を算出した結果
による。この結果によると，大河ドラマ視聴者は
50代以上が多くなる傾向がみられた。「功名が辻」
は例年と同様の傾向がみられ，一方「龍馬伝」放
映では，20代，30代の視聴者が微増し，比較的若
い年齢層の視聴者を獲得していた。
36） 高知県観光振興部が2006年6月に行ったアンケー
ト調査結果である。 
37） 筆者が2010年9月に観光客に対してアンケート調
査を行った（265名）。回答者の年齢層は，10代
（3％），20代（23％），30代（25％），40代（13％），
50代（18％），60代（14％），70代（4％）であった。
38） http://diamond.jp/articles/-/8398（2011年1月7日
取得）より一部引用。
62
－232－
文　献
大原　誠（1985）：『NHK大河ドラマの歳月』日本放送
出版協会．
工藤寛正編（2004）：『国別藩と城下町の事典』東京堂
出版 .
河野逸人（2011）：『NHK大河ドラマ大全』NHK出版
佐々木土師二（2000）：『旅行者行動の心理学』関西大
学出版．
鈴木嘉一（2011）：『大河ドラマの50年』中央公論新社．
中村　哲（2003）：観光におけるマスメディアの影響－
映像媒体を中心に－．前田勇編『21世紀の観光学－
展望と課題－』83-100，学友社 .
前原正美（2008）：メディア産業と観光産業－大河ドラ
マと観光ビジネス－．東洋学園大学紀要，16，131-
150．
前原正美（2010）：メディアによる観光誘致の現状と課
題－石田光成の旗印「大一大万台吉」の意義とマス
メディア－．日本観光研究学会第25回全国大会論文
集，301-304．
松浦　玲（2008）：『坂本龍馬』岩波書店．
溝尾良隆（1994）：『観光を読む－地域振興への提言－』
古今書院．
